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1 型糖尿病の治療法開発

　1 型糖尿病は自己免疫疾患の一種であるため、免疫系を抑え込むことで治療につながる
可能性があります。一方、免疫系が弱くなると感染などのリスクが増えるため、免疫系

を制御する方法を工夫する必要があります。ヒトの免疫系は、異物を記憶できる強力な
「獲得免疫系」と、単純に異物を認識・排除する「自然免疫系」とに分けられます。このうち、
本研究では自然免疫系を標的にすることで、感染などのリスクを減らしつつ、治療
が可能になるのではないかと考えています。

　本研究では、自然免疫系の中でも Toll-likereceptor7（TLR7）という分子に焦点を当てた研究を行いま
す。 TLR7 は本来、ウイルスなど病原体の成分を認識して免疫応答を起こしますが、ヒトの成分も認識
して自己免疫疾患を引き起こすことが知られています。私は、TLR7 を作れなくした 1 型糖尿病モデルマ
ウス（NOD マウス）の解析を行い、自然免疫系
が 1 型糖尿病の発症に関わる仕組みを明らかに
します。さらに、TLR7 を抑制する抗体（異
物を自分の体から追い出すための対抗物質)を
NOD マウスに投与し、1 型糖尿病に効果が
あるかを検討します。マウスによって得られ
たデータは、ヒトでの解析に応用していく予定
です。

TLR7 が欠損した NOD マウスを解析した結果、1 型糖尿病の発症率が低いことを発見しました。ま
た、このマウスでは特定の自然免疫系細胞が減少していることを確認しました。一方、獲得免疫系の
細胞には顕著な影響が認められなかったことから、TLR の阻害は獲得免疫系が持つ強力な感染防御
機能を損なわないまま、1 型糖尿病を抑制できる可能性が期待されます。
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私たちの研究室では、マウスの TLR7 の機能を抑える抗体を作成
済です。現在、この抗体を大量に生産し、マウスに投与して検討を
行っています。また、TLR7によって活性化される自然免疫系細胞の役
割を調べています。このようにして、自然免疫系が 1 型糖尿病の発症
に関わるメカニズムを明らかにしていこうとしています。

この研究で患者の生活や他の研究にどのような波及効果があるか（期待されるか）

血糖値をコントロールするためのインスリン注射は、年間で千数
百回に上ります。抗体医薬の場合は数週間に 1 回で効果が得られる
ため、年間で 20 回程度の注射で済むと考えられます。また、免疫系の
過剰な応答を抑えることで、１型糖尿病の発症リスクを下げる予防的な効
果も期待されます。

この研究は、基礎的な免疫学の研究から偶然見つかった結果を、1 型
糖尿病の治療に結びつけようとするものです。例に漏れず課題は多
く、失敗するリスクも抱えていますが、それゆえに、全く新しい治療
法が生まれる可能性があると私は信じています。みなさまからのご期待、ご
声援に応えるべく、研究を遂行していきたいと考えております。
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